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タ LOE を，様々な言語，様々な環境に対して容易に作成することを支援するシステム LOEG につい
て考察した。 LOEG はコンパイラ作成システムに類似し 属性文法の概念を用いて実現されている白
LOEG を利用して Pascal ， Algo160 等の LOE が容易に作成され得た乙とを示し，複数画面環境
向き Pascal LOE の動作伊l等についても述べた。
MDPS 環境下での作業形態を調べる実験を行ない，得られたデータを用いていくつかの観点から.






















究した結果をまとめたものである白第 1 部では 4 台のディスプレイを一つに統合した 高機能端末として
働く複数画面システムを開発するとともに，その使用経験に基づく評価を行っている。通常の机上作業が
様々な情報の参照，比較，更新などが中心で、あることに着目し.それらを計算機環境下で，できるだけ自
-514-
然iと実現している。テキストやページという簡潔な概念や言語指向型エディタの汎用化機能も実現され
ている白第 2 部では，既存の言語の存在価値を認めた上で，プログラミング方法論における新しい概念
を実現する手法を提桑し，実際の処理系に導入してその有効性を示している白とくに Fortran におけ
る構造的記述能力や Pasca1 における抽象的記述能力の実現などは，プログラミング技術における現実
的要請に応えるものである。
以上，これらの研究成果は，数多くの技術の提案とその実現可能性を示すのみならず，今後のソフト
ウェア工学の発展に寄与するところが大であり 本論文は博士論文として価値あるものと認める白
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